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今日、国は地域全体で高齢者をケアする仕組みづくりを進めているが、その担い手であ
る看護師の不足が指摘され人材養成が急務になっている。そのような中で在宅医療を担う
訪問看護師を育てる取り組みが全国的に進んでいる。静岡県においても持続的な訪問看護
師の人材確保のためには、一訪問看護事業所の努力に限界があり、行政、看護協会等の職
能団体、看護教育機関と訪問看護事業所との連携・協働による訪問看護師育成体制と新卒
訪問看護師のための育成プログラムが求められる。 
【研究目的】本研究の目的は、静岡県の新卒訪問看護師プログラムの基礎となる県内の訪
問看護事業所が必要と考える訪問看護師の看護実践能力を明らかにすることである。ここ
でいう新卒訪問看護師とは、看護師免許取得後に初めて訪問看護事業所に就労する看護師
のことをいう。  
【研究方法】研究は 2 方向で進めた。1 つは、県内の訪問看護事業所管理者を対象に新卒
訪問看護の採用に関する準備及び実態を把握する目的で Fax による質問紙調査を行った。2
つには文献レビューによって抽出した新卒看護師に求められる臨床看護実践能力をもとに、
訪問看護管理者、在宅看護研究者と現任教育者の協議によって訪問看護師に求められる臨
床看護実践能力を明らかにした。  
【結果】新卒訪問看護師採用の準備状況に関する調査では、県内訪問看護事業所 169 カ所
（回収率 100％）のうち、新卒採用の予定もしくは採用検討している事業所は 29 カ所
（17.1％）、採用できないまたは採用しないは 115 カ所（68.0％）、その他 25 カ所（14.8％）
であった。臨床経験を有する看護師が初めて訪問看護に就労する新任看護師のための教育
プログラムを有する事業所は 55 カ所（32.5％）。就職活動に有効なインターンシップ（職
場体験）の実施経験がある事業所は 19 カ所（35.5％）、今後、インターンシップを希望す
る事業所は、実施経験を有した事業所が同様に希望していた。  
新卒看護師の臨床看護実践能力について文献検索のデータベースは Web 版医中誌 Ver5
を使用し、「新人看護師」「実践能力」「教育」をキーワードに 2010 年から 2014 年の 5 年間
の原著論文とした。検索された 160 文献のうち大学新卒看護師の看護実践能力と新人教育
に関する 57 文献を分析対象とした。新卒訪問看護師に必要な看護実践能力（コア・コンピ
テンシー）として利用者、家族多職種との良好な人間関係を築く【人間関係を築いてく力
（インターパーソナル・コミュニケーション力】、自己を調整し保つ力として【セルフマネ
ジメント力】、自ら学び成長し続ける【自己研鑽力】、看護専門の基礎となる【基盤となる
知識力】、具体的な看護行為・技術の【訪問看護技術力】、訪問看護業務を調整遂行する【訪
問看護業務遂能力】の 6 つの新卒訪問看護師の看護実践能力を抽出した。【基盤となる知識
力】には利用者主体､生活重視の視点を理解する力や地域の特性を理解する力、【訪問看護
技術力】には利用者家族の看護過程展開力や意思決定支援、【訪問看護業務遂行能力】には
チームケア力、災害・事故等のリスクマネジメントなど訪問看護の特性を加え、 6 つの訪
問看護実践能力と 17 の下位概念で構成し、新卒訪問看護師育成の学習目標および評価指標
に採用した。  
【考察】県内の新卒訪問看護師を受け入れる事業所側の足並みが揃っていない状況から事
業所を中心とする現実的な新卒者育成支援の体制づくりと育成プログラムの整備を進める
とともに事業所内の新卒者育成指導者の確保とその教育が求められる。 
